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 図7コーナー周波数(fc),fmaxと
 地震モーメント(Mo)の関係
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 一一447一
 論文審査の結果の要旨
 災害を生ずる恐れのある地震について,これによる地震動を的確に予測することは,地震に
 対する対策を講じ災害を軽減するうえでとりわけ重要な課題である。このためには,特殊な地
 形や地質の影響が少なく,かつ震源に近い観測点のデータに基づいて,強地震動の性質やこれ
 と震源特性との関係を明らかにすることが必要である。こうした観点から澤田義博提出の言命文
 は,強地震観測網を新たに全国の岩盤上に展開して得た観測データに基づき,強地震動と震源
 の特性を詳細に検討したものである。
 1977年頃から同人は加速度計による岩盤上の強地震観測を開始し,1986年までには計35地点
 にのぼる観測網を展開した。その多くがS波速度lkm/sce以上の硬い岩盤であることが他の
 観測には見られない特徴である。これにより,!977年以降わが国に発生した被害地震のうち,
 1980年伊豆半島東方沖地震,1983年日本海中部地震,!987年千葉県東方沖地震など,主な地震
 の震源に近い岩盤上の貴重な観測データを得た。
 これらのデータにより,最大加速度の距離減衰とマグニチュード依存性および強地震動のス
 ペクトル特性について,実用的予測手法で用いられている既往式の適用性が検討された。その
 結果,大部分のデータは既往式にほぼ適合することが確認されたが,千葉県東方沖地震や福島
 県沖の地震など既往式に適合しない地震も見出された。
 既往式を満足しない地震に関し,観測波形と断層モデルによる理論波形を比較してその震源
 過程を詳細に検討した。その結果,破壊の伝播に起因する波動振幅の方位依存性,平均くい違
 い量,応力降下量などが波形に大きく影響していることを示した。最大加速度はとくに応力降
 下量に強く依存するが,確率モデルに基づく予測値によく整合することが見出された。また,
 地震のスケイリング則に関しては,マグニチュード5程度以下の地震は「周波数2乗モデル」
 が,7以上の地震は「バリヤーモデル」が適合することを明らかにした。さらに,加速度スペ
 クトルの高周波数限界(fmax)は地震モーメントの大きさに関わらずほぼ一定で6～20Hz程
 度であること,強地震動の継続時間は断層の破壊に要する時間と強く関係していることなども
 明らかにした。
 以上述べた如く,澤田義博提出の論文は,自らの貴重な観測データに基づいて,強地震動が
 1固々の地震の断層運動の詳細に強く支配されていることを実証するとともに,強地震動の予測
 には地震テクトニクスとそれに基づく震源過程の特性を十分に考慮することが重要であること
 を指摘した。これは,同人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示している。よって,澤田義博提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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